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私
事
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
よ
り
思
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
衛
生
設
備
工

事
は
、
人
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
単
純
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
給
水
、
給
湯
、
排
水
、
そ

れ
ぞ
れ
管
の
種
類
、
口
径
、
支
持
固
定
、

施
工
規
準
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｓ
Ｅ
‐
Ｓ
２
０
６
の
規
準
で
施
工
す
る

の
が
正
し
い
施
工
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
け
る
改
修
、

修
繕
工
事
で
は
、
既
存
設
備
工
事
が
こ
の

基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、

そ
の
場
合
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
も
、
基

準
に
適
合
で
き
な
い
部
分
が
発
生
し
ま

す
。 

 

私
が
調
査
依
頼
を
受
け
た
際
に
は
、
建

築
当
時
の
状
況
を
想
像
し
な
が
ら
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
職
人
の
、

「
こ
れ
し
か
施
工
手
段
が
な
か
っ
た
」
と

い
う
気
持
ち
が
分
か
る
た
め
で
す
。
手
抜

き
工
事
か
、
そ
う
で
は
な
い
か
を
判
断
す

る
の
は
経
験
が
な
け
れ
ば
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
調
査
を
実
施
し
た
後
に

人
の
施
工
し
た
も
の
に
軽
々
し
く
ダ
メ

出
し
は
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
私
が
携
わ
っ
て
い
る
改
修
工
事

の
現
場
と
し
て
、
新
宿
区
高
田
馬
場
に
あ

る
Ｒ
Ｃ
造
、
地
下
２
階
地
上
８
階
建
て
の

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー

タ
を
は
さ
み
、
両
コ
ア
が
男
女
別
の
ト
イ

レ
で
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
と
共
用
部
の
揚

水
管
・
給
水
管
の
交
換
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
体
系
は
、
発
注
者
「
Ａ
不
動

産
」
→
元
請
け
「
Ａ
ビ
ル
管
理
サ
ー
ビ
ス
」

→
一
次
下
請
け
（
内
装
業
者
）
→
私
（
施

工
者
）
と
な
り
ま
す
。
発
注
者
、
元
請
け
、

一
次
下
請
け
の
各
社
は
、
い
わ
ば
、
設
備

に
関
し
て
は
工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
電
気
設
備
業

者
と
私
は
愚
痴
を
こ
ぼ
す
状
況
に
あ
り

ま
す
。 

 

2024
年
問
題
を
目
前
に
し
、
管
理
を
す
る

立
場
に
あ
る
「
元
請
け
、
一
次
下
請
け
会

社
」
の
労
働
時
間
の
都
合
で
、
本
来
施
工

す
べ
き
内
容
が
与
え
ら
れ
た
施
工
時
期

や
施
工
時
間
で
は
調
整
が
出
来
な
い
上

に
、
工
程
管
理
の
見
通
し
が
甘
い
た
め
、

す
る
べ
き
時
期
に
施
工
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
業
者

が
軽
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
改
修
工
事
は

何
に
重
点
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
。
当
然
、
設
備
に
重
点
を
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
設
備
工
事
に

無
知
な
業
者
が
い
く
つ
も
関
係
し
て
く

る
と
設
備
工
事
の
作
業
手
順
が
滅
茶
苦

茶
に
さ
れ
ま
す
。
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
は
水
廻
り
の
改
修
工
事
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
事
前
調
査
も
満
足
に
さ

せ
て
も
ら
え
な
い
上
に
、
施
工
時
間
も
短

縮
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
当
現
場
は
既
存
配
管

の
不
良
を
「
元
請
け
、
一
次
下
請
け
会
社
」

に
報
告
し
、
施
工
箇
所
は
改
善
し
ま
し
た

が
、
一
歩
間
違
え
ば
、
後
に
不
具
合
が
生

じ
た
場
合
に
言
い
訳
で
き
な
い
状
況
と

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

  

★
衛
生
設
備
に
関
す
る
大
規
模
・
中
規
模

の
改
修
工
事
・
修
繕
工
事
の
計
画
段
階

で
す
べ
き
こ
と 

 

(1)
事
前
調
査
前
の
図
面
上
で
、
留
意
す
べ

き
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク 

(2)
事
前
調
査
は
給
水
、
排
水
各
々
、
最
低

３
回
必
要
（
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、

規
模
に
応
じ
た
回
数
が
必
要
） 
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(3)
建
築
物
の
形
態
の
把
握
（
各
テ
ナ
ン
ト

の
営
業
日
時
の
状
態
、
居
住
者
の
居
住

形
態
の
把
握
） 

(4)
必
要
が
あ
れ
ば
各
諸
官
庁
と
協
議 

(5)
施
工
計
画
の
作
成 

(6)
工
程
計
画
の
作
成 

(7)
受
注
決
定
後
、
各
所
へ
の
根
回
し 

(8)
入
居
者
に
対
し
、
そ
の
都
度
予
定
工
事

の
説
明
を
行
う 

  

以
上
、
私
が
施
工
す
る
場
合
に
お
い
て

最
低
限
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
実
際
、

私
よ
り
上
位
の
元
請
け
等
の
業
者
は
全

く
こ
れ
ら
の
事
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。 

  

最
後
に
、
工
事
の
目
的
は
何
な
の
か
？

内
装
工
事
の
改
修
が
目
的
な
の
か
？
が

明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
然
、
既
存
配

管
の
更
新
が
主
目
的
で
あ
る
べ
き
は
ず

が
、
全
体
工
事
の
中
で
設
備
工
事
が
軽
視

さ
れ
続
け
て
い
る
現
状
を
、
設
備
専
門
の

建
築
Ｇ
メ
ン
と
し
て
苦
言
を
呈
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

11
月
18
日
（
土
）
13
時
15
分
か
ら
15
時

35
分
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
2023
年
度

第
２
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
時
限
・
２
時
限
共
に
、
講
師
と
し
て

当
会
理
事
の
赤
坂
裕
志
弁
護
士
及
び
元

裁
判
官
の
永
井
崇
志
弁
護
士
を
お
招
き

し
て
、
裁
判
外
の
紛
争
解
決
手
続
（
Ａ
Ｄ

Ｒ
：
訴
訟
手
続
に
よ
ら
ず
に
民
事
上
の
紛

争
の
解
決
を
し
よ
う
と
す
る
紛
争
の
当

事
者
の
た
め
、
公
正
な
第
三
者
が
関
与
し

て
、
そ
の
解
決
を
図
る
手
続
）
の
各
解
説

と
そ
の
事
例
報
告
を
交
え
て
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

欠
陥
住
宅
被
害
に
関
す
る
裁
判
外
紛

争
解
決
手
続
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
の
各
解
説
と
し

て
は
、
以
下
の
６
項
目
に
つ
い
て
具
体
的

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
住
宅
紛
争
審
査
会 

 

・
建
設
工
事
紛
争
審
査
会 

 

・
弁
護
士
会
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー 

 

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー 

 

・
一
般
財
団
法
人 

不
動
産
適
正
取
引

推
進
機
構
に
よ
る
特
定
紛
争
処
理 

 

・
一
般
社
団
法
人 

日
本
不
動
産
仲
裁

機
構 

不
動
産
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 

  

事
例
報
告
と
し
て
は
、
以
下
の
５
項
目

に
つ
い
て
具
体
的
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
事
案 

 

・
追
加
工
事
事
案 

 

・
設
置
家
具
等
の
撤
去
等
請
求
事
例 

 

・
請
負
工
事
再
開
請
求
事
例 

 

・
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
一
棟
売
買
の
瑕
疵

事
例 

 

質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
の
有
意
義

な
事
例
報
告
で
し
た
。 

   

 

接
道
長
さ
「
２
ｍ
以
上
」
は
入
り
口
部

分
だ
け
で
よ
い
か 

 

都
市
計
画
区
域
内
と
準
都
市
計
画
区

域
内
に
建
築
物
を
建
て
る
場
合
、
そ
の
敷

地
は
幅
員
４
ｍ
（
特
定
行
政
庁
が
指
定
す

る
区
域
で
は
６
ｍ
）
以
上
の
道
路
に
２
ｍ

以
上
接
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
建
築
基
準
法
第
43
条
）
。 

こ
の
「
２
ｍ
」
の
意
味
で
す
が
、
ま
ず
、

接
道
長
さ
の
２
ｍ
は
避
難
や
消
火
活
動

な
ど
に
有
効
な
長
さ
と
解
釈
さ
れ
、
道
路

に
接
す
る
部
分
が
２
ｍ
以
上
あ
っ
て
も

路
地
状
敷
地
の
幅
が
２
ｍ
に
満
た
な
い

場
合
、
接
道
義
務
は
満
足
さ
れ
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
ま
す
。 

次
に
、
接
道
長
さ
は
連
続
し
た
長
さ
で

あ
り
、
２
カ
所
以
上
の
合
計
の
長
さ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
１
カ
所
に
お
い

て
２
ｍ
以
上
の
接
近
長
さ
が
必
要
な
の

で
す
。 

以
上
が
基
本
ル
ー
ル
で
す
が
、
敷
地
形

状
や
道
路
形
状
が
複
雑
だ
と
解
釈
に
悩

む
ケ
ー
ス
は
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も

建
築
物
が
建
て
ら
れ
な
い
可
能
性
も
出

て
く
る
の
で
、
計
画
前
に
建
築
主
事
や
指

定
確
認
検
査
機
関
に
確
認
し
た
ほ
う
が

い
い
で
し
ょ
う
。 

 

条
例
で
接
道
条
件
が
さ
ら
に
厳
し
い 

ま
た
、
法
第
43
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
は
一
定
条
件
の
建
築

物
に
対
し
て
条
例
で
接
近
長
さ
を
付
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

２
０
２
３
年
度 

第
２
回
研
修
会
報
告 
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付
加
さ
れ
る
内
容
は
地
方
公
共
団
体

ご
と
に
異
な
る
た
め
、
申
請
地
の
条
例
を

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
東
京
都
で
は
、
接
道
長
さ
が
４

ｍ
未
満
の
場
合
、
準
耐
火
建
築
物
等
で
な

い
と
３
階
建
て
の
建
築
物
は
建
て
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
（
東
京
都
建
築
安
全
条

例
第
３
条
の
２
）
。 

ま
た
、
東
京
都
で
は
、
路
地
状
敷
地
に

は
共
同
住
宅
な
ど
の
特
殊
建
築
物
は
建

て
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
同
条
例

第
10
条
）
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

関
連
条
文 

敷
地
等
と
道
路
と
の
関
係 

（
建
築
基
準
法
第
43
条
） 

建
築
物
の
敷
地
は
、
道
路
（
次
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
第
44
条
第
１
項
を
除
き
、

以
下
同
じ
。
）
に
２
ｍ
以
上
接
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
（
中
略
） 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。 

一
～
二 

（
省
略
） 

３ 

地
方
公
共
団
体
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、

そ
の
用
途
、
規
模
ま
た
は
位
置
の
特
殊
性

に
よ
り
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
っ
て
は
避

難
ま
た
は
通
行
の
安
全
の
目
的
を
十
分

に
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
条
例
で
、
そ
の
敷
地
が
接

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
の
幅
員
、
そ

の
敷
地
が
道
路
に
接
す
る
部
分
の
長
さ

そ
の
他
そ
の
敷
地
ま
た
は
建
築
物
と
道

路
と
の
関
係
に
関
し
て
必
要
な
制
限
を

付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

特
殊
建
築
物 

二 

階
数
が
３
以
上
で
あ
る
建
築
物 

三 

政
令
で
定
め
る
窓
そ
の
他
の
開
口

部
を
有
し
な
い
居
室
を
有
す
る
建
築
物 

四 

延
べ
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
２
以
上

の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
延
べ
面
積
の
合
計
。
次
号
、
第
４
節
、

第
７
節
お
よ
び
別
表
第
３
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
150
㎡
を
超
え
る
建
築
物 

五 

そ
の
敷
地
が
袋
路
状
道
路
（
そ
の
一

端
の
み
が
他
の
道
路
に
接
続
し
た
も
の

を
い
う
。
）
に
の
み
接
す
る
建
築
物
で
、

延
べ
面
積
が
１５０
㎡
を
超
え
る
も
の
（
一
戸

建
て
の
住
宅
を
除
く
。
） 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

路
地
状
部
分
の
一
部
で
あ
っ
て
も
幅

員
が
２
ｍ
に
満
た
な
い
場
合
は
、
建
築
は

で
き
ま
せ
ん
。 

２
カ
所
の
接
道
を
足
し
て
２
ｍ
以
上

で
も
、
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

道
路
を
必
要
と
す
る
基
本
は
、
人
命
を

救
う
防
災
と
避
難
の
た
め
で
す
。 

   

 

地
域
が
ま
た
が
る
敷
地
で
の
建
蔽
率 

 

建
築
物
の
敷
地
が
異
な
る
区
域
や
地

域
、
地
区
に
ま
た
が
る
場
合
、
原
則
と
し

て
「
敷
地
の
過
半
」
が
属
す
る
地
域
の
制

限
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
建
築
基
準
法
第
91

条
）
。
し
か
し
、
個
々
の
条
文
に
よ
っ
て

取
り
扱
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

第
91
条
の
原
則
通
り
、
敷
地
の
過
半
が

属
す
る
区
域
の
制
限
が
敷
地
全
体
に
適

用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
用
途
地
域
制

限
、
最
低
限
敷
地
面
積
制
限
、
採
光
補
正

係
数
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
敷

地
が
３
つ
以
上
の
用
途
地
域
に
わ
た
り

過
半
と
な
る
用
途
地
域
が
な
い
場
合
は
、

当
該
用
途
が
建
築
で
き
る
用
途
地
域
に

属
す
る
各
敷
地
面
積
の
合
計
が
過
半
を

占
め
る
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

建
蔽
率
・
容
積
率
は
按
分 

 

過
半
で
は
な
く
、
全
体
の
敷
地
面
積
に

対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
敷
地
面
積

を
按
分
す
る
も
の
に
は
、
建
蔽
率
制
限
や

容
積
率
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

建
築
物
が
防
火
地
域
、
準
防
火
地
域
、

法
22
条
区
域
に
わ
た
る
場
合
は
、
防
火
上

最
も
厳
し
い
地
域
の
制
限
が
適
用
と
な

り
ま
す
が
、
防
火
上
緩
や
か
な
地
域
の
側

に
防
火
壁
を
設
け
て
区
画
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
区
域
を
境
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

道
路
斜
線
、
隣
地
斜
線
、
北
側
斜
線
な

ど
の
高
さ
斜
線
制
限
は
、
そ
の
地
域
ご
と

に
制
限
が
適
用
さ
れ
、
敷
地
内
に
お
い
て

制
限
が
分
か
れ
ま
す
。
日
影
規
制
に
つ
い

て
は
、
対
象
建
築
物
が
日
影
時
間
の
制
限

の
異
な
る
区
域
の
内
外
に
わ
た
る
場
合

や
、
日
影
の
生
じ
る
区
域
が
２
つ
以
上
あ

る
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

内
に
対
象
建
築
物
が
あ
る
と
み
な
さ
れ

ま
す
。 

 

高
度
地
区
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
に
よ

っ
て
独
自
に
異
な
る
規
定
を
設
け
て
い

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト 
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田
岡
照
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ま
す
の
で
、
事
前
に
規
定
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

関
連
条
文 

建
築
物
の
敷
地
が
区
域
、
地
域
ま
た
は

地
区
の
内
外
に
わ
た
る
場
合
の
措
置 

（
建
築
基
準
法
第
91
条
） 

 

建
築
物
の
敷
地
が
こ
の
法
律
の
規
定

（
第
52
条
、
第
53
条
、
第
54
条
か
ら
第

56
条
の
２
ま
で
、
第
57
条
の
２
、
第
57
条

の
３
、
第
67
条
第
１
唄
お
よ
び
第
２
項
な

ら
び
に
別
表
第
３
の
規
定
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
建
築

物
の
敷
地
、
構
造
、
建
築
設
備
ま
た
は
用

途
に
関
す
る
禁
止
ま
た
は
制
限
を
受
け

る
区
域
（
第
22
条
第
１
項
の
市
街
地
の
区

域
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
、
地
域
（
防
火
地
域
お
よ
び
準
防

火
地
域
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
ま
た
は
地
区
（
高
度
地
区
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

内
外
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

建
築
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
の
全
部
に
つ

い
て
敷
地
の
過
半
の
属
す
る
区
域
、
地
域

ま
た
は
地
区
内
の
建
築
物
に
関
す
る
こ

の
法
律
の
規
定
ま
た
は
こ
の
法
律
に
基

づ
く
命
令
の
規
定
を
通
用
す
る
。 

 

『
都
市
計
画
法
』 

都
市
計
画
の
内
容
及
び
そ
の
決
定
手

続
、
都
市
計
画
制
限
、
都
市
計
画
事
業
そ

の
他
都
市
計
画
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
健
全
な
発

展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
こ
と
。 

都
市
計
画
は
、
農
林
漁
業
と
の
健
全
な

調
和
を
図
り
つ
つ
、
健
康
で
文
化
的
な
都

市
生
活
及
び
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確

保
す
べ
き
こ
と
並
び
に
こ
の
た
め
に
は

適
正
な
制
限
の
も
と
に
土
地
の
合
理
的

な
利
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

 

用
途
地
域
に
よ
り
建
て
ら
れ
る
建
物

の
種
類
及
び
大
き
さ
な
ど
が
決
ま
り
ま

す
が
、
敷
地
が
同
じ
用
途
地
域
と
は
限
り

ま
せ
ん
。 

二
以
上
の
用
途
を
持
つ
敷
地
に
お
け

る
建
築
に
は
、
「
過
半
」
と
「
按
分
」
と

い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
劇
場
や
映
画
館
な
ど
は
一
種

低
層
住
専
、
二
種
住
居
な
ど
に
は
建
て
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
一
種
低
層
住
専
、
二
種
住

居
、
商
業
地
域
の
三
つ
に
ま
た
が
っ
た
敷

地
の
場
合
、
敷
地
合
計
の
過
半
が
商
業
地

域
で
あ
れ
ば
建
築
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

二
以
上
の
用
途
を
持
つ
敷
地
に
お
け

る
建
築
を
計
画
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、

建
築
士
に
相
談
し
、
建
築
の
可
否
の
判
断

を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

  

 

事
務
局
年
末
・
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ 

２
０
２
３
年
12
月
29
日
（
金
）
～ 

２
０
２
４
年
１
月
８
日
（
月
） 

  

２
０
２
３
年
度
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験 

▼
日
時
：
２
０
２
４
年
２
月
17
日
（
土
） 

筆
記
試
験
10
時
～
12
時 

▼
会
場
：
自
宅
に
て
受
験 

▼
申
込
締
切
：
２
０
２
４
年
１
月
30
日 

▼
受
験
資
格
：
指
定
研
修
会
出
席
会
員 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

今
年
も
輪
番
体
制
に
よ
る
各
会
報
担

当
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
月
編
集
を
工
夫
し
て

発
行
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
は
よ
り
一
層

充
実
し
た
内
容
の
会
報
発
行
を
め
ざ
し
、

努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

愛
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
た
は
、
ど
う
か
良

い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
（
Ｈ
・
Ｋ
） 
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